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第１章 総合計画策定にあたって 

本町では、平成 23 年に「第４次九十九里町総合計画」を策定し、「人、自然、風土

が活きる海浜文化都市九十九里」を将来像として掲げ、総合的かつ計画的なまちづく

りを進めてきました。 

しかしながらこの間、少子高齢化に伴う人口減少の本格化、地域活力の低下、社会

経済のグローバル化によるわが国の産業構造の大きな変化、情報通信技術（ＩＣＴ）

の飛躍的進展により私たちの暮らしは変化しつつあり、また地球規模での環境変化は

大規模な自然災害を招くなど、様々な課題に直面しています。 

そうした中、人口減少に歯止めをかけるべく、国は平成 26 年（2014 年）に「まち・

ひと・しごと創生法」を施行、本町においても平成 27 年（2015 年）から５年間を計

画期間とする「九十九里町まち・ひと・しごと創生総合戦略」（九十九里地域広域連携）

を策定しました。 

第４次総合計画が令和２年度（2020 年度）で計画期間が満了し、「九十九里町まち・

ひと・しごと創生総合戦略」が令和元年度（2019 年度）で計画期間が終了したことか

ら、町政運営の一体的な施策展開を図るため、総合戦略を１年延長し、統合した「第

５次九十九里町総合計画」を策定しました。 

第５次総合計画の策定にあたっては、これまでの町民ニーズの把握方法に加え、中

高校生や町民によるまちづくりワークショップを行っています。町民の力、地域の力

を活かしたまちづくりの推進を目指します。 

 

 

第２章 計画の考え方 

①まちづくり課題や目標の共有化 

町民をはじめとする多様な主体がまちづくりの課題や目標を共有し、ともにまちづ

くりを進めるための指針を示しています。 

②戦略的視点による重点化 

厳しい財政状況が今後も見込まれる中で、選択と集中による戦略的視点で重点化を

図ります。 

③九十九里らしさの発揮 

九十九里らしさをとらえた独自性ある施策・事業の展開を図ります。 



 

3 

第
１
編 

 

序 

論 

第３章 計画の構成と期間 

総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」で構成され、「総合戦略」を含め

て策定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の期間 

年度 
令和 

３年度 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

６年度 
令和 

７年度 
令和 

８年度 
令和 

９年度 
令和 

10年度 
令和 

11年度 
令和 

12年度 

基本 

構想 

          

基本 

計画 

          

実施 

計画 

          

総合 

戦略 

          

基 本 構 想 

前期基本計画 後期基本計画 

まち・ひと・しごと創生総合戦略（第２期） まち・ひと・しごと創生総合戦略（第３期） 

基本構想 

基本計画 総合戦略 

実施計画 

10 年間のまちづくりの 

考え方を示す 

基本構想を実現するための 

施策の方向や主な取組を示す 

基本計画を具体的に実施するための 

事業計画を示す 



4 

第４章 まちのすがた 

１ まちの概況 

本町の面積は 24.46km2、県の東部、九十九里浜のほぼ中央に位置します。北は山武

市、西は東金市、南は大網白里市に接し、東は九十九里浜で太平洋に面しています。

町域のほとんどは標高２～５ｍの平坦な海岸平野で、町の北部と南部を太平洋へと注

ぐ作田川と真亀川が流れ、あふれる太陽と黒潮がもたらす温暖な気候と豊かな自然環

境に恵まれています。 

東京都心から 60 キロメートル圏に位置し、東金九十九里有料道路を広域交流軸に、

都心及び県都千葉市といった都市部や成田空港の至近に位置します。また、首都圏中

央連絡自動車道（圏央道）の整備により、交流・連携はさらに進みつつあります。 

九十九里町の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

広域交通網図 
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２ 歴史・文化 

上総国山辺郡と古くから呼ばれてきたこの地は、農業の発展とともに、豊かな海の

恩恵を受け漁業が盛んになります。16世紀に紀州から伝わった地曳き網が発展を見せ、

日本最大のいわし漁の基地として、干鰯(ほしか)の生産地として賑わいます。 

また、農業においては、江戸時代に関東地方における甘藷栽培の試作地として栽培

が始まり、明治以降には九十九里地方で広く栽培されるようになります。 

昭和に入ると九十九里鉄道の「上総片貝駅」を中心として各種の商店が軒を連ね商

店街が形成され、町の中心が形成されますが、いわしが不漁となったこともあり、漁

業中心の町から農業、観光にも力を入れ、施設園芸や海水浴を中心とする整備を進め

てきました。町内には片貝海岸など４つの海水浴場が整備されていますが、平成 23 年

の東日本大震災以降、海水浴客が一時減少しましたが、現在は、回復傾向にあります。 

昭和 30 年代に整備された片貝漁港は、九十九里浜における漁業拠点港のほか、第４

種漁港として避難港の役割も果たしています。平成８年には国民宿舎「サンライズ九

十九里」がオープンされ、通年型の観光基地として高い人気となっています。平成 10

年に開通した東金九十九里有料道路は、広大な九十九里浜を結ぶ交流軸として観光面

に欠かせない道路となっています。平成 27 年には魅力発信基地として「いわしの交流

センター」がオープンしています。 
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３ 人口・世帯 

人口・世帯の推移 

平成９年（20,930 人）をピークに人口減少が続いており、令和２年の住民基本台帳

人口は 15,561 人で、少子高齢化に伴い年少人口（０～14 歳）は 1,216 人、7.8％、生

産年齢人口（15～64 歳）は 8,249 人、53.0％、高齢人口（65 歳以上）は 6,096 人、39.2％

となっています。 

世帯数及び世帯当たり構成人員も減少が続いています。 

人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯の推移 

 

 

 

 

 

1,855 1,789 1,721 1,623 1,573 1,527 1,413 1,341 1,262 1,216 

11,687 11,258 10,738 10,333 9,951 9,568 9,243 8,915 8,591 8,249 

5,100 5,272 5,443 5,604 5,779 5,868 5,951 5,979 6,046 6,096 

18,642 18,319 17,902 17,560 17,303 
16,963 16,607 16,235 15,899 15,561 

0
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20,000

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年

資料：千葉県年齢別・町丁字別人口

人

（各年４月１日現在）

年少人口

（0～14歳）

生産年齢人口

（15～64歳）

高齢人口

（65歳以上）

総人口

7,376 7,341 7,267 7,230 7,246 7,194 7,167 7,155 7,125 7,121 
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8,000

10,000

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 令和２年

資料：千葉県年齢別・町丁字別人口

世帯

世
帯
数

（各年４月１日現在）

2.53 2.50 2.46 2.43 2.39 2.36 2.32 2.27 2.23 
2.19 

0
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人１世帯当たり人員
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人口動態 

出生・死亡による自然動態は、高齢者の増加に伴い死亡数は増加傾向にあり、出生

数は少子化に伴い減少が続いています。このため、自然動態は平成 29 年以降 200 人を

上回る減少が続いています。 

転入・転出による社会動態は、転出が転入を上回り、平成 22 年及び 27 年のみ転入

が転出を上回ります。（国勢調査年であるためデータ調整結果と考えられる）平成 30

年には転出、転入の差は 96 人まで縮小していますが、令和元年には、ふたたびその差

は拡大しています。 

自然動態の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会動態の推移 
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資料：千葉県毎月常住人口調査
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資料：千葉県毎月常住人口調査
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少子高齢化 

平成 28 年までの出生数は、70～80 人で推移していましたが、平成 29 年は 55 人に

減少し、以降 50 人台が続いています。 

１人の女性が一生に生む子どもの平均数である合計特殊出生率は、平成 29 年以降、

1.0 を下回る推移となっています。 

高齢者数は増加を続けており、国勢調査における高齢化率は平成 27 年 35.0％と県

（25.5％）を約 10 ポイント上回ります。 

出生数と合計特殊出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢化の推移 
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４ 就業人口 

町内に住む就業者と町内に住み町内で働く就業者はいずれも減少が続いています。 

町内に住む就業者の５割を超す人たちは町外で働いています。平成 27 年は男性が

58.5％、女性が 50.5％と、男性が女性を上回っています。 

就業者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 産業活動 

事業所数・従業者数 

本町の産業別事業所数は「卸売業・小売業」「建設業」「製造業」「宿泊業・飲食サー

ビス業」が上位を占め、従業者数は「製造業」「卸売業・小売業」「宿泊業・飲食サー

ビス業」の順となっています。 

産業別事業所数・従業者数（平成 28 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,797 4,374 3,769 3,423 
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人

資料：国勢調査

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

9,741
9,199

8,625
7,819

町内に住む就業者

町内で働く

就業者

（注：平成22年・27年の町内に住む就業者総数には「従業地不詳」を含むため、内訳と合計は一致しない）
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農業，林業

従業者数 事業所数

資料：経済センサス活動調査
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観光入込客 

観光入込客数は平成 23 年の東日本大震災により 51.4 万人と一時減少しました。 

平成 30 年には、78.6 万人に回復しましたが、令和元年は 61.9 万人と減少していま

す。 

海水浴入込客数は、平成 27 年の 18.7 万人から平成 28 年約 22 万人まで戻りました

が、平成 30 年は減少し 18 万人、令和元年は 7.3 万人となっています。 

観光入込客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海水浴客入込客数の推移 
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資料：観光入込客統計調査結果
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資料：夏期観光シーズンにおける観光入込状況について
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第５章 時代環境の変化 

人口減少・少子高齢化の急速な進行 

少子高齢化を伴う人口減少は、生産と消費といった経済面の影響はもとより、年金・

医療・介護などの社会保障制度の不安定化、税財源の減少による公共サービスの縮小

など生活全般に大きく影響しつつあります。 

少子化の原因として未婚者の増加、出生率の低下などの要因があり、こうした動き

に歯止めをかけるべく、国では「まち・ひと・しごと創生法」を定め、子育てをしや

すい環境整備などに取り組んでいます。 
 

社会経済のグローバル化の進展 

各国の経済は、ますます国際的な結びつきを強めつつあり、世界規模での競争の激

化が進んでいます。わが国においては産業構造が大きく変わり、従来の工業中心の産

業社会から金融・サービス業中心の消費社会への転換が進みつつあります。 

一方、わが国を訪れる外国人は増加を続け、年間の訪日外国人旅行者は平成30年（2018

年）には 3,000 万人を超え、インバウンド※観光は、近年急速に拡大しています。 
 

情報通信技術（ＩＣＴ）の飛躍的な進展 

情報通信技術（ＩＣＴ）の飛躍的な進展に伴い、人、情報、モノ、資本等のあらゆ

るものが瞬時に結びつき、相互に影響を与え合う時代が始まっています。 

利用が広がるインターネットは、情報収集や自らの情報発信など、人々に新たなコ

ミュニケーションの場や機会をもたらしています。そして経済・社会の様々な活動を

支えるインフラともなっています。 

ＩＣＴの発展は、人と人とのコミュニケーションに加え、モノをつなぐＩｏＴ※

（Internet of Things）を登場させ、ロボットや人工知能（ＡＩ）が様々な場面に使

われ、生産性の向上や人手不足の解消が期待されています。 
 

地球環境問題と再生可能エネルギー 

温室効果ガスの大量排出による地球温暖化の進行により、異常気象等の自然災害や

生態系への影響などが深刻化しており、温室効果ガスの排出抑制は喫緊の課題となっ

ています。わが国においては温室効果ガス排出量を 2030 年度に平成 25 年度（2013 年

度）比で 26％削減する中期目標を掲げています。 

地域が持続可能であるためには、経済社会活動によって地域資源が損なわれないよ

うにしなければなりません。家畜ふん尿、食品廃棄物、下水汚泥、プラスチック、金

属等の資源を循環させ、新たなビジネスや地域活性化に結びつく取り組みが期待され

                         
※インバウンド／訪日外国人観光客 

※ＩｏＴ／Internet of Things の略。従来のパソコンなどの情報通信機器のみならず、身近な様々なも

のをインターネットに接続して連動させること。 



12 

ています。 

一方、東日本大震災を契機に、エネルギーの一極集中型から小型分散型への転換が

進みつつあり、エネルギーの地産地消による活性化が期待されています。 

 

安全な暮らしの確保  

近年の激甚化する風水害や土砂災害など、大規模自然災害への対応が大きな課題と

なっています。特に、雨の降り方は局地化、集中化しており、極端な降水がより強く、

より頻繁となる可能性が高まっています。 

一方、高度成長期以降に集中整備したインフラは、今後、老朽化が急速に進むと見

込まれており、平成 25 年（2013 年）には国土強靱化基本法が公布・施行され、長寿

命化や計画的な更新により機能を適切に維持していくことが求められています。 

 

働き方改革「一億総活躍プラン」 

国は「一億総活躍社会」に向けた働き方改革に本腰を入れ、長時間労働の是正、公

正な処遇の確保、柔軟な働き方をしやすい環境整備などの実現を目指し、平成 30 年

（2018 年）７月に働き方改革関連法が成立しています。 

また、人生 100 年時代を見据え、国は「一億総活躍プラン」を策定しています。超

高齢社会において、どのように活力をもって時代を生き抜いていくか、人づくり革命

の根底になる経済社会システムのあり方を検討しています。既に幼児教育・保育の無

償化が始められ、令和２年（2020 年）４月からは低所得者を対象に、大学の無償化が

実施され、また、大学改革や、社会人の学び直しとしてのリカレント教育※への支援策

を打ち出しています。 

 

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）への取組 

ＳＤＧｓは、2015 年９月の国連サミットで採択された「誰一人取り残さない」持続

可能で多様な包摂性のある社会の実現のための 2030 年を年限とする 17 の国際目標で

す。ＳＤＧｓが掲げる国際目標では、①持続的な経済成長、②誰一人取り残さない世

界の実現、③気候変動対策を中心とする環境保全という３つの側面をバランスよく達

成することを目指しています。 

わが国においても実施指針が策定され、その中では「持続可能で強靱、そして誰一

人取り残さない、経済、社会、環境の統合的向上が実現された未来への先駆者を目指

す」をビジョンに、優先的に取り組むべき８つの優先課題と具体的施策を定め、自治

体の役割の重要性を指摘しています。ＳＤＧｓのゴールを意識したまちづくりを進め

ていくことは、未来世代を考えるうえでも重要となります。 

                         
※リカレント教育／「学校教育」を、人々の生涯にわたって、分散させようとする理念であり、その本

来の意味は、「職業上必要な知識・技術」を修得するために、フルタイムの就学と、フルタイムの就

職を繰り返すこと。 
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第６章 町民意識の把握 

１ 町民アンケート調査結果 

住み良さ 

九十九里町の住み良さを尋ねたところ、「住み良い」15.2％、「どちらかといえば住

み良い」36.8％、合わせた『住み良い』は 52.0％に対して、「住みにくい」12.4％、「ど

ちらかといえば住みにくい」19.4％、合わせた『住みづらい』は 31.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

定住意向 

定住意向について、「ずっと住みたい」40.5％、「当分は住みたい」21.9％、合わせ

た『住み続けたい』は 62.4％となっています。「移転したい」「できれば移転したい」

と回答した方に、その大きな理由を尋ねたところ、「交通が不便」、「買い物が不便」、

「公共施設が不十分」、「災害の危険性が高い」、「下水道や道路など、都市施設が整っ

ていない」など、利便性が上位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移転したい理由 

住み良い
15.2

どちらかといえば

住み良い
36.8

どちらかといえば

住みにくい
19.4

住みにくい
12.4

どちらともいえない
15.6

無回答
0.6

『住みづらい』
31.8

『住み良い』
52.0

（回答者数：630）

ずっと住みたい
40.5

当分は住みたい
21.9

できれば

移転したい
17.9

移転したい
5.6

どちらともいえない
13.7

無回答
0.5

『住み

続けたい』

62.4

（回答者数：630）

85.8

62.8

45.9

41.2

40.5

20.9

15.5

15.5

13.5

11.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通が不便である

買い物が不便である

公共施設が不十分である

災害の危険性が高い

下水道や道路など、都市施設が整っていない

商業やその他事業に不向き

子どもの教育環境が悪い

騒音、悪臭などがあり生活環境が悪い

近隣との人間関係が悪い

仕事の都合 （回答者数：148）

〈上位10位〉
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九十九里町の良いところ・良くないところ 

九十九里町の良いところとして、「海や川などの自然に恵まれている」60.8％、「気

候が温暖で、明るいイメージがある」45.9％、「新鮮な水産物や農産物が入手できる」

42.4％などがあげられています。 

これに対し、九十九里町の良くないところは、「町に活気がない」50.5％、「地域の

発展に将来性がない」35.1％、「買い物など日常生活が不便」28.6％、「通勤・通学に

不便」28.1％、「近くに働く場所がない」27.8％などがあげられています。 

良いところ                良くないところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.8

45.9

42.4

24.4

17.5

8.3

2.1

1.9

1.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80%

海や川などの自然に恵まれている

気候が温暖で、明るいイメージがある

新鮮な水産物や農産物が入手できる

首都圏から適度に近い

四季の季節感がある

地域にまとまりがあり、人情味が

感じられる

地域の個性が豊かである

地域コミュニティ活動が活発である

基盤整備（道路、下水道など）が

進んでいる

将来性が感じられる （回答者数：630）

〈上位10位〉

50.5

35.1

28.6

28.1

27.8

26.0

21.1

16.3

8.9

7.3

0% 20% 40% 60% 80%

町に活気がない

地域の発展に将来性がない

買い物など日常生活が不便である

通勤・通学に不便である

近くに働く場所がない

医療や福祉、公共サービスなどが

不十分である

基盤整備（道路、下水道など）が

遅れている

余暇を楽しむ場所がない

文化施設や教育環境の整備が

不十分である

防災設備が不十分である （回答者数：630）

〈上位10位〉
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施策の満足度・重要度 

施策の満足度と重要度を尋ねたところ、満足度では、「資源の循環利用」や「地域文

化」などで高くなっていますが、「商工業」、「観光業」、「土地利用」、「道路交通・情報

基盤」、「医療体制」、「漁業」などで低くなっています。 

重要度が高いのは、「医療体制」、「災害に強い安全の地域」、「次世代育成（子育て支

援）、「事故や犯罪等の起こりにくい地域」などが上位にあげられています。 

この結果をもとに、横軸を満足度、縦軸を重要度とする散布図を作成すると、満足

度が低く、重要度が高い、今後優先すべきと考えられる施策は、散布図の左上の領域

に位置づけられた「医療体制」、「次世代育成（子育て支援）」、「道路交通・情報基盤」、

「行政サービス」、「自然環境」、「観光業」をあげることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足度が低く、 

重要度は高い。 

満足度が高く、 

重要度も高い。 

満足度が低く、 

重要度も低い。 

満足度が高く、 

重要度は低い。 

農業

漁業

食のまちづくり
商工業

観光業

医療体制

次世代育成

高齢者

地域福祉

暮らしを

支える制度

道路交通

・情報基盤

住環境

・定住化

災害に強い

事故・犯罪

適正な

土地利用

自然環境

水循環
資源循環

子どもの育成

多様な

学習活動

地域文化

共生社会

行政サービス

協働

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

-1.00 -0.80 -0.60 -0.40 -0.20 0.00 0.20

重
要
度

満足度

【平均重要度 1.07】

【平均満足度 -0.28】
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まちの将来像 

まちの将来像を尋ねたところ、最も多いのが「若者の定住、就業を促進する環境づ

くり」41.9％、「子どもを産み、育てやすい環境づくり」32.9％、「健康で安心して暮

らせるまちづくり」27.5％、「活力をうみ、にぎわいのあるまちづくり」27.1％などと

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これら上位にあげられたまちの将来像の性別、年代による特徴は次のとおりです。 

①若者の定住、就業を促進する環境づくり 

 …20 代が最も多いが、20 代を除いたいずれの属性も１位。 

②子どもを産み、育てやすい環境づくり 

 …20 代が最も多く、20 代、30 代は１位。 

③健康で安心して暮らせるまちづくり 

 …50 代以上に多く、50 代、60 代、70 歳以上は２位。 

④活力をうみ、にぎわいのあるまちづくり 

 …男性、年代では 30 代、50 代がそれぞれ３位。 

⑤防災、防犯による安全・安心なまちづくり 

 …40 代以上に多く、年代では 40 代で３位。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.9

32.9

27.5

27.1

23.2

22.2

17.6

16.2

12.9

10.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

若者の定住、就業を促進する環境づくり

子どもを産み、育てやすい環境づくり

健康で安心して暮らせるまちづくり

活力をうみ、にぎわいのあるまちづくり

防災、防犯による安心・安全なまちづくり

高齢者や障がいのある人が暮らしやすいまちづくり

住民と行政による協働のまちづくり

徒歩や自転車で生活できるまちづくり

農漁業を活用した食のまちづくり

人を豊かに育むまちづくり （回答者数：630）

〈上位10位〉

41.9

42.6

41.6

56.7

48.6

47.1

39.0

38.0

40.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体

男

女

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

〈若者の定住、就業を促進する環境づくり〉

32.9

35.6

30.4

60.0

48.6

43.7

28.0

29.9

26.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体

男

女

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

〈子どもを産み、育てやすい環境づくり〉
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27.5

25.5

29.2

6.7

16.2

21.8

37.0

30.7

27.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体

男

女

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

〈健康で安心して暮らせるまちづくり〉

27.1

30.5

24.3

20.0

27.0

26.4

32.0

27.7

26.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体

男

女

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

〈活力をうみ、にぎわいのあるまちづくり〉

23.2

22.8

23.7

13.3

13.5

27.6

26.0

28.5

20.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体

男

女

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

〈防災、防犯による安心・安全なまちづくり〉

合
計

住
民
と
行
政
に
よ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り

す
べ
て
の
人
が
輝
く
ま
ち

づ
く
り

歴
史
・
文
化
を
大
切
に
す

る
ま
ち
づ
く
り

人
を
豊
か
に
育
む
ま
ち
づ

く
り

や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

安
全
で
、

ひ
と
と
地
球
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

活
力
を
う
み
、

に
ぎ
わ
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

心
地
よ
く
、

く
つ
ろ
ぎ
を

感
じ
る
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
を
産
み
、

育
て
や

す
い
環
境
づ
く
り

外
国
人
が
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り

公
園
・
緑
地
や
水
辺
空
間

な
ど
自
然
の
魅
力
づ
く
り

防
災
、

防
犯
に
よ
る
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

若
者
の
定
住
、

就
業
を
促

進
す
る
環
境
づ
く
り

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り

徒
歩
や
自
転
車
で
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

人
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り

農
漁
業
を
活
用
し
た
食
の

ま
ち
づ
く
り

そ
の
他

無
回
答

全体 630 17.6 5.4 4.9 10.3 8.6 9.8 27.1 8.4 32.9 0.3 10.2 23.2 41.9 27.5 16.2 22.2 12.9 2.5 3.8

男 298 19.8 4.7 4.4 8.7 8.1 7.0 30.5 8.7 35.6 0.3 10.7 22.8 42.6 25.5 14.4 17.4 17.4 2.7 3.7

女 329 15.5 6.1 5.2 11.9 8.5 12.2 24.3 7.9 30.4 0.3 9.7 23.7 41.6 29.2 17.6 26.7 8.8 2.4 4.0

20代 30 6.7 6.7 10.0 6.7 0.0 16.7 20.0 6.7 60.0 0.0 26.7 13.3 56.7 6.7 13.3 13.3 6.7 3.3 3.3

30代 37 13.5 2.7 5.4 8.1 10.8 8.1 27.0 5.4 48.6 0.0 13.5 13.5 48.6 16.2 24.3 21.6 16.2 5.4 0.0

40代 87 12.6 3.4 2.3 8.0 5.7 12.6 26.4 11.5 43.7 0.0 18.4 27.6 47.1 21.8 9.2 21.8 12.6 3.4 0.0

50代 100 14.0 3.0 4.0 7.0 8.0 8.0 32.0 10.0 28.0 1.0 6.0 26.0 39.0 37.0 21.0 17.0 16.0 6.0 3.0

60代 137 18.2 7.3 1.5 15.3 8.8 10.2 27.7 8.0 29.9 0.7 8.0 28.5 38.0 30.7 16.8 25.5 9.5 0.7 3.6

70代以上 237 22.8 6.3 7.2 10.5 10.1 8.4 26.2 7.2 26.6 0.0 7.6 20.3 40.9 27.8 15.6 24.1 13.9 1.3 6.3

単位：％

性
別

年
齢

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

②

②

②

②

②

②

②

②

③

③

③

③

③

③

③

③

③
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２ ワークショップ結果 

ワークショップは、町民、中高生を対象に行いました。 

くじゅうくり未来ワークショップ 九十九里町の未来を考えるワークショップ 

日  時：令和元年９月１日（日） 

場  所：つくも学遊館「会議室」 

参加人数：中高校生による 12 名 

日  時：令和元年 12 月 12 日（木） 

場  所：中央公民館 ３階「講義室」 

参加人数：一般公募による町民 20 名 

 

ワークショップの意見・提案は、次のとおりです 

 立地を活かす 

・公共交通の整備（運賃を安く、本数を増やす、町営バス） 

・シャトルバスの運行（大綱駅、東金駅、成田空港） 

 九十九里町のブランド化  

・情報発信（ホームページ、PR 動画、SNS の活用、町民参加の SNS） 

・ブランド化（地域資源の見直し、若い観光客向け、おしゃれな町カフェ、景観づくり） 

・特産品（スーパーに直売所、九十九米、いわしラーメン） 

 海の利用  

・海岸清掃（砂浜のごみ拾いイベント、高齢者の活用、サイクリングロードの草刈り） 

・海辺の利用（ブルーツーリズム、きれいで楽しめる海に、九十九里浜という大きな観光資源、

スペース、体験型の年間観光行事、砂の彫刻） 

・海辺でのスポーツ（ラグビー、バレー、サッカー、サーフィン、NPO スポーツ法人） 

 農業・農地の活用  

・新しい農業のあり方（グリーンツーリズム、地産地消、特産品のブランド化、観光農園、農業

の企業化） 

・空き農地対策 

  ワークショップによる意見交換 
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 子育て環境・教育  

・子育て支援（環境の利用、必要な時に子どもを預かる場所、手当金、悩み相談所の設置、診察半額） 

・教育（移住してもらえるよう教育に力を入れる、九十九里高校に特化した科をつくる、町の小学

生の学力日本一を目指す、東京・千葉で働く人の子供を預かる、教育をやめた人のボランティア、

こども園・小学校・中学校の一貫教育、学校ごとに米づくり・製品づくり、学校を少なく） 

 元気な高齢者  

・元気な高齢者（予防医学、体操、環境を活かす、シルバー人材の活用、高齢者の足の確保、ユ

ニバーサルデザイン、一人暮らし高齢者に SOS ボタン、耐震診断） 

・介護担い手の確保（助成金つきで空き家の提供、介護ボランティア、介護する人のためのカウ

ンセリング、介護ロボットの導入） 

・福祉施設（施設の不足、巨大な高級老人ホームの誘致、老人ホームの建設） 

 安全・安心  

・災害対策（地域のつながりを活かす、災害教育、ハザードマップの世帯配布、町外の避難場所） 

・防犯・交通安全（ソーラー電力、街路灯、ガードレールや信号機） 

 働く場所  

・働く場所づくり 

・企業を増やすための支援 

・農漁業者への 3年間の無償支援 

 地域のつながり  

・地域ネットワーク 

・交流の場（若者、高齢者、外国人） 

・交流（県内、他県、海外など） 

・ボランティアを増やす 

 移住・空き家対策  

・移住（何かに特化して町民を増やす、受入れ後のフォロー、まずは遊びに来る人や働きに来る

人を増やす、若い世代の流入、移住体験、九十九里に住みます Youtuber、外国人の受入れ） 

・空き家（空き家と農地のセットで貸し出し、情報発信の場、空き家の企業や民宿・店舗等の利

用、土地を貸したい人と使いたい人をつなぐ） 

 商店街の活性化  

・地元の人たちは少しでも買い物を 

 伝統・文化  

・郷土芸能の継承 

・中央公民館の利用 

・文化財のアピール 

・観光としての歴史活用 

・文化体験 
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 生活環境  

・町の美化（ごみ箱、町内清掃、ごみ放置に罰金、ごみの再利用、ポイ捨てゼロ運動、ボランテ

ィア活動、定期的なごみ拾い） 

・下水処理 

・無電柱化 

 行政  

・発想を変える（…だから出来ないではなく、やるためにはどうするかを考える） 

・勉強会（セミナー、助成金・補助金、ワークショップ、転入者に地域のことを教える） 

・町の行事（例年どおりではなく、行事が重ならないよう調整） 

・適切な生活保護行政 

・隣接市町との共同イベント 
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第７章 まちづくりの課題 

（１）人口減少、少子高齢化への対応 

全国的に人口減少、少子高齢化が進む中、本町においても人口減少、少子高齢化が

進んでいます。本町の人口は、転入・転出による社会動態人口は依然として 20 歳代の

若年層の転出が続いていますが、転入・転出規模は縮小傾向にあります。これに対し、

出生・死亡による自然動態は、少子高齢化に伴い出生数は減少、死亡数は増加が続い

ています。 

人口減少、少子高齢化に伴い、地域産業の縮小だけでなく、まちの様々な分野にお

ける担い手の不足が起こっています。そのため、若者の生活基盤を支える仕事づくり

が課題です。 

 

（２）地域資源をいかした産業の活性化と情報発信 

地域資源を活用し、魅力を高め、賑わいを取り戻すことが求められます。アンケー

ト調査で、本町の良くないところとして最も多くあげられたのが「町に活気がない」

です。人口減少に伴い、町内の事業所数、従業者数の減少が続いており、町の所得は、

町外へ通勤している人が多く、所得の約３割は町外からもたらされています。 

また、同じくアンケート調査でまちの将来像で最も多いのが「若者の定住、就業を

促進する環境づくり」です。「九十九里町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本目

標の一つである「働きたくなる環境づくり」のさらなる推進が必要であり、事業者、

関係機関との連携を強化し、町民が持っている知恵や地域資源を活用したコミュニテ

ィビジネス※の支援など、産業の活性化が求められます。 

ワークショップでは、全国ブランドである九十九里の情報発信力の強化が提言され

ています。独創性のある情報を発信し、いかに個性あるまちにしていくかが問われて

おり、それは町民が誇りをもって暮らしていけるまちづくりでもあります。 

 

（３）つながり、支え合いの地域共生社会 

アンケート調査で、これからの社会で重視すべきは「安心して暮らせること」が

57.3％と６割近い人があげ、「健康的に生活できること」36.7％、「住み慣れたところ

で住み続けられること」29.7％です。 

高齢化が進み、健康づくりや医療、福祉への関心はますます高まっており、生涯健

康で暮らせるための環境づくりを基本に、地域で安心した暮らしを実現する必要があ

ります。 

  

                         
※コミュニティビジネス／地域課題の解決を「ビジネス」の手法で取り組むものであり、地域の人材や

ノウハウ、施設、資金を活用することにより、地域における新たな創業や雇用の創出、働きがい、生

きがいを生み出し、地域コミュニティの活性化に寄与するもの。 
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国においては、地域共生社会※の実現に向けた取り組みを始めています。その背景に

は、家族機能の低下があります。加えて、少子高齢化や地域コミュニティの弱体化な

どにより、地域の助け合い、支え合いの脆弱化があります。地域の中で孤立する人が

増え、また今後、認知症高齢者の増大も予測されます。 

一人ひとりが地域福祉を身近なものとしてとらえ、主体的に関われるよう、「つなが

り・支え合い」の仕組みづくりを進めることが重要です。 

 

（４）危機や不安に強い安全・安心のまちづくり 

近年の激甚化する風水害や土砂災害など大規模自然災害への対応は喫緊の課題であ

り、危機に強い安全なまちづくりへの備えが求められます。 

こうした自然災害をはじめ交通事故や犯罪、消費生活、食の安全に対する不安など

日常生活において生命や財産に関わる様々な不安が広がっています。アンケート調査

では、今後、重要度の高い分野として、「災害に強い安全の地域づくり」、「健康な心身

と安心の医療体制の確立」、「事故や犯罪等の起こりにくい地域づくり」などが上位に

あげられています。危機に関する町民の対応力の向上を図るとともに、地域の防災力・

防犯力の向上、消費者意識の啓発などが課題です。 

 

（５）みんなの力でまちをつくる 

アンケート調査では、「愛着や誇りを感じている」は 54.4％ですが、「地域の愛着を

はぐくむのに熱心なまちだと思う」との回答は 28.1％にとどまっています。協働のま

ちづくりに対し、「住民の意見を施策に反映させる仕組みづくり」の回答が 51.1％と

なっています。 

まちの目指す姿やまちづくりの課題などの情報を共有することが重要となります。

ワークショップにおいてもみられた、地域に貢献したいという思いを結集し、町民、

行政がそれぞれの得意分野を活かし、ともにまちづくりに取り組んでいくための環境

づくりが求められます。 

人口減少社会においては、性別や年齢などの属性にとらわれず、一人ひとりがお互

いを尊重し、自らの力を発揮し、地域の活力を維持し、高めていく必要があります。 

 

                         
※地域共生社会／制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民

や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』

つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会 




